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1  1ま  し め に

リンゴは,従来主力品種であった国光・紅玉の価格が低

迷したために,価格の高いスターキングデツシャス・ふじ

陸奥等の品種へ急激な転換が行われた。

しかしながら,こ れらの品種に対する経済性の資料は極

めて乏しい。そこで,こ れらの品種の収益性をは握し, リ

ンゴ園における品種構成を考える資料にするために,こ れ

まで得た資料から品種別収益性を試算した。

試算した品種は,現在,青森県で栽培されている主要品

種・国光・紅玉・スターキングデリシャス(以下スターキ

ングという)・ ふじ・陸奥・ ゴールデンデリシャス(以下

ゴールデンという) レッドゴールド・印度・祝・つがる
の計10品種である。なお,ふ じについては,有袋・無袋 (以

下サンふじという)の 2栽培体系について行つた。

2 調査方法及び調査結果

ここでは,試算のための資料の調査方法,調査結果,前

提条件について述べる。収益性に影響する要因としては,

収量・品質・生産費・販売価格等が考えられ,更に,こ れ

らの要因は園地条件,栽培体系,経営条件及び市場条件に

よつて異なる。

これら諸要因のうち,栽培体系・収量・品質については,

下記 1)～ 21の調査方法で決定したが,生産費・販売価格に

ついては 3)～ 41の前提を想定して求めた。

なお,調査対象地域としては中弘南黒地域で,生産力の

高いといわれる地域 (藤崎町等 )は除いて調査した。

表 1 10a当 り品種別・作業別労働時間

J 栽培体系 :品種別栽培方法については聞ポ リ調査に

Ё:|::I「遭馬書僕裏ピ皇讚[皇[革馳盲覆引子1言雲
の日誌帳,ア ンケー ト調査等によつて求めた。その栽培方

法,技術係数が表 1及びその注に示してある。なお,スタ

ーキング,祝に関しては無袋より有袋栽培の面積が多いが

ここでは無袋栽培とした。

2)収量・品質 :平年作における10a当 り品種,1収量・

品質については,アンケート調査,聞 き取り調査を基にし,

下湯口, りんご試のこれまでの収量を参考にして求めた

(表 2)。

31 生産費決定における前提: ①経営耕地面積 リン
ゴ園lЮha,水田05ha ②生産手段 納屋1棟, トラッ
ク・草刈機各 1台 ,スピードスプレ~ヤ~∴台 ③ 資本,
労働はすべて自己資本,自家労働とする。 ④ 生産費の各
費目は53年価格,推定による。
41 品種別リンゴ販売価格 :り んご課調査の産地価格よ

り,すなわち,昭和45～52年の各品種の価格比率の平均を

国光の50～52年の平均価格に乗して求めた。但し,サンふ

じ・ レ″ドゴ~ル ドは農協,つがるは産地市場の価格比率

を参考にした。 (表 4)
キ 昭和 51年 34戸,53年 17戸
中* 昭和 49～ 52年 6市
*** 弘前市下潟口及びりんご試の品種別 ・ 樹別の日

誌帳 (昭和 48～ 51年下湯口は 5戸 )

**** 哺和 46年 回答数 150戸
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表 2 10a当 り品種 ,1収量・品質

区 分 国 光 紅  玉
スター
キング

ふ  じ サンふじ 陸  奥 ゴールゲ ン レッドゴーブレド 印 度 祝 つが る
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注.1 欠木のない成木園としての
弩:L般的区分で価格比率は農協資料による(つ がるは農家の間取り)。2 品質割合は農家の園地にお|

3 平均玉数は国光・紅玉は 18り/1箱容量,それ以外は 16り容量。
4 落果率は摘果後の着果数と収穫時着果数との差。

6 品種別収益性 (表 3,表 4)

10a当 り粗収益は価格の高いつがるが最も多く,陸奥,

ふし,サンふじが続き最も少ないのが祝であつた。次に生

産費についてみると,有袋栽培による労働費,諸材料費の

多い陸奥 ‐つがる・ふじが高く,無袋栽培の祝・スターキ

ング・サンふじが低い。この結果,利潤では,つがるが最

表 6 10a当 り品種別生産費 (単位 :百円 )

も高く,次いで,サンふじ・ふじ・陸奥等が続くが,国光・

印度等 5品種が赤字であった。 10a当 り所得では,つがる・

サンふじ・ふじ・陸奥が高く,印度・祝・ ゴールデンが極

端に低かつた。 1日 当り労働報酬では,つがるとサンふじ

がほとんど同じで,概 して,無袋栽培の品種が有袋栽培の品

種より高い傾向がみられた。

区 分 国 光 紅  玉 ^タ
ー
キング

ふ  じ サンふじ 陸 奥 ゴー′げ ン レッドゴフレド 印 度 祝 つ が る

第 2次生産費

第 1次生産費

肥  料  費

薬  剤  費

諸 材 料 費

その他物財費

労  lll 費

3,446

3,055

95

437

177

737

1,610

2,693

2,340

95

437

3

719

1,086

2,636

2,255

99

556

3

760

836

3.541

3,113

92

43?

329

782

1,473

2,853

2.448

85

500

3

782

1,077

3,976

3,498

99

437

449

832

1,682

3,336

2,'35

99

437

306

757

1,337

3,153

2,752

99

437

149

757

1,310

3,137

2,735

99

437

191

765

1,243

2,541

2,178

95

500

3

738

842

3,692

3,260

92

493

326

785

1,564

表4 10a当 り品種別収益性 (単位 :百円 )
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5  ま  と  め

以上,品種 ,1の収益性をみて来たのであるが,現状では ,

つがる・ サンふじ・ ふじ・陸奥が収益が高い部類に入り,

中位にあるのが紅玉・スターキング・国光で,低いのがゴ

ールデン・ レノドゴ~ル ド・ 印度 ‐祝であつた。

しかしながら,こ の収益の格差は価格が高いことに起因

すると思われるので,今後,価格の高い品種 (特につがる )

の生産量の増大等により,も つと,価格差が縮少すると考

えられる。従つて,今後のリンゴ裁培では,その品種のも

つ価格傾向,経営規模,自家労働力,雇用労働力の見通 し

等を考慮し,長期的に考えたリンゴ園経営が必要となる。

終 りに,本調査に御指導・御協力を頂いた農家並びに当

りんご試の栽培部の皆様に心から御礼申し上げます。


